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変多忙である。一日 5 ～ 6 時間の授業のうち，授業



























































































































































































































































































































































































































































































































































　1973 年から 2011 年 3 月までの 38 年間，微力な
がら岡山県の学校教育に携わらせていただきました。
その間，2 度にわたり教育学部附属養護学校（教諭と
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　Swanwick15）は，独立した 2 名の判定者に 3 歳か












































































表中上段の（SW）は Swanwick15），（T）は谷村 16），（S）は Shuter17），（SE）は瀬尾 18）を示し，下段の（TU）
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く，総降水量も多くない（Kato 1985, 1987, 1989；
加藤 1997, 1998, 2002； Ninomiya 1984, 1989, 2000; 



























































〜 1987 年の統計に基づく。なお，Ninomiya and 

























各クラスで 1 校時分。各クラス 40 名足らず）
日時：2007 年 12 月 17 日 ( 火 ) 第 2 〜 4 校時目（そ
れぞれ，A,E,B 組），及び，18 日 ( 水 ) 第 1，3 校時目 ( そ




















































〜 1998 年の 28 年分の毎日の値をプリントした資料




統計期間を確保するため，28 年を 7 年毎に分割し，
1971 〜 1977 の 7 年間を２つの班，同様に 1978 〜
1984，1985 〜 1991，1992 〜 1998 年の各 7 年間を
それぞれ２つずつの班が担当し，①で述べた『大雨
日』や『極端な大雨日』の日数をカウントさせた（第













計期間を広げたものであるが）。そして，「長崎 ( 九州 )
では，平均的には，6,7 月で計 4 〜 5 回もの『大雨日』
が毎年のように出現し，そのような日の寄与で，東
京 ( 東日本 ) よりも，梅雨期全体の降水量が 300mm
以上も多くなる。」との纏めを行った。また，参考ま
でに，降水量の年々変動が大きい点にも言及した。







　第 2 表　集計のまとめの表（各班が担当した 7 年
間毎の集計結果を入力後のもの）。なお，『大雨日』の
集計値は，『極端な大雨日』も含んでいる。






像の例。なお，授業で提示した 2007 年 7 月 6 日 21
時の画像は白黒では見づらい表示だったので，同様











































































































組と C 組。計 76 名分のワークシートを回収）につい
て，分析を行った。
(a) 質問項目 (1)：6 〜 7 月の降水の特徴
●総降水量の東西の違いの記述が出来た生徒：
　定性的 50 名（66％），定量的なことも含めた記述
16 名（21%）（以上合計 66 名（87％））
●大雨の出現頻度の東西の違いを記述出来た生徒：
　定性的 41 名（54％），定量的なことも含めた記述



















2 人，東京の最高値は 100mm/ 日程度しかないこと







かる（長崎の極値は，1971 〜 77 年：210.5mm，78
〜 84 年：448mm，85 〜 91 年：344mm，92 〜 98
年：186.5mm, 東京では，71 〜 77 年：103mm，78






以下の (A) 〜 (C) の特徴を捉えたものの数を数えた















(C)：24 人（32％），(B) と (C) 両方：16 人（21％）
　＊ (B) か (C) の少なくとも一方 :40 人（53％）
































たりしたことのうち，( ア ) 降水の東西差，( イ ) 梅雨
降水の大きさ，( ウ ) 梅雨活動の他地域との関係（モ
ンスーンとの関係等），に関して記述を集計した。

















































くなる。授業では，九州の長崎と関東の東京の 6 〜 7
















































　本研究は，平成 19 年度（2007 年度）に行った研
究授業をもとに，科研費（挑戦的萌芽研究）「多彩
な季節感を育む東アジア気候系とその変調を捉える
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Title:  Development of a Study Plan on Investigating Climatological Features of the Baiu Precipitation Based 
on the Daily Data with Attention to Appearance of Heavy Rainfall Events (A Report of a Class in Attached 
Junior High School of Okayama University)
Kuranoshin KATO (Graduate School of Education, Okayama University)
Nobuhiko HIGASHI（Attached Junior High School of Okayama University）
Abstract: 
  In East Asia the signiﬁcant rainy season called the “Baiu” appears in early summer greatly inﬂuenced 
by the Asian summer monsoon system.  In the western part of the Japan Islands, much more frequent 
appearance of the heavy rainfall events results in the larger amount of total precipitation in the mature 
stage of the Baiu season than in the eastern part.  The present study developed a study plan for junior high 
school on the Baiu system with an activity of investigating climatological features of the Baiu precipitation 
based on the daily data with attention to appearance frequency of the heavy rainfall events.  This is for the 
science class in junior high school, but can be modiﬁed for the earth science or geography in high school.  In 
order to examine validity of this study plan, the class was performed in the Attached Junior High School of 
Okayama University.  The present paper reports the outline of the class and the results of the class.
Keywords: Study plan on the weather systems around Japan, Meteorological education, Dynamic climatology 
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理科教育における Web ベースの対話型 3 次元結晶構造教材
山川　純次※１
要旨：理科教育における Web ベースの対話型 3 次元結晶構造教材として X3D 形式あるいは 3D PDF を使ったシ
ステムを比較検討した。どちらの形式も e- ラーニングシステムと高い親和性を持ち，また初学者と専門家の空間
概念の把握に関するギャップを埋める教材として優れていると考えられた。データの継続使用を考えた場合，オー
プン規格である X3D 形式と対応 Web ブラウザを用いるシステムが適していた。一方，高品位な印刷が必要な場
合は 3D PDF と Adobe Reader を組み合わせたシステムが適していると考えられたが，将来に渡る継続利用を考
慮した場合，このシステムはプロプライエタリである点に留意して運用しなくてはならないだろう。




Allen and Brown (1991) に よ り 定 義 さ れ た 
Crystallographic Information Framework (CIF) 形
式を使って共有されている。結晶学の専門家が使用
する VESTA (Monma and Izumi, 2006) 等のソフト
ウェアを使えば，この CIF 形式から結晶構造の 3 次

















































する CIF 形式データは主に American Mineralogist 
Crystal Structure Database (Downs and Hall-
Wallace, 2003) にアーカイブされており，誰でも自
由に利用可能である ( 図 2)。
今回の教材作成では，このデータベースから取得し
た石英の結晶構造データ (Kihara, 1990) を使用した。
2. 3 次元データフォーマット
　対話的に操作可能な 3 次元データフォーマットに
は Extensible 3D (X3D) 形式と 3D PDF を使用した。
X3D 形式は XML ベースの 3D フォーマットで
web3D コンソーシアムにより推進されており，ISO/
IEC 19775-1:2008 として承認されている。X3D 形式







ム間での可搬性に優れている ( 図 3)。
　一方，3D PDF は Adobe 社により開発され公開
された 3 次元フォーマットである。現在は権利が
Adobe 社から 3D PDF コンソーシアムに移管され，
ISO 24517-1:2008 として承認されている。3D PDF
は主に 3 次元 CAD のデータ提示に利用されており，
建築やプラントエンジニアリングの分野で広く用い




CrystalMaker (CrystalMaker Software, 2012) 等
が利用できる。また CIF 形式のデータを使わず，単
純な結晶構造を描画する場合は一般的な 3 次元モデ
ラーである blender (Stichting Blender Foundation, 





を X3D 形式に変換するために VESTA を使用した。
　X3D 形式に変換した結晶構造データの表示には，
図2. American Mineralogist Crystal Structure Database
図 3. web3D コンソーシアム
図 4. 3D PDF コンソーシアム
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これに対応する Web ブラウザが使用できる。現在，
Google Chrome (Google, 2012), Apple Safari (Apple 
Computer, 2012) そ し て Mozilla Firefox (Mozilla 






4. 3D PDF への変換
　結晶構造データを 3D PDF に変換するために
は Adobe Acrobat を 使 用 す る。Acrobat Version 
9 は 3D PDF 生成機能を装備していたが Acrobat 
Version X 以降はこの機能が分離され，Acrobat に対
する 3D PDF converter 機能追加ソフトウェアとし




(Quadrispace, 2012) や RPS 3D PDF (RenderPlus, 
2012) などの商用ソフト，そして Bentley View V8i 
(Bentley Systems Inc., 2010) の様なフリーで利用可
能なソフトウェアがある。
　3D PDF の表示は Adobe Reader の Version X 以降
で可能である。Adobe Reader は利用に当っての追加
コストは不要であり，また広く普及しているソフト
ウェアである ( 図 5)。
今回の教材作成では 3D PDF 変換に Bentley View 







は 2012 年現在の標準的な性能の PC において十分な
ものであった。一方，表示された結晶構造の高品位
印刷が難しい点が明らかになった ( 図 6)。
　Adobe Reader で表示した 3D PDF 結晶構造も拡大
縮小や回転などの操作が閲覧者によって自由に行え
ることが確認された。これに加え Adobe Reader では
高品位印刷にも対応していた。また Web ブラウザ用










X3D 形式の結晶構造データを Web ブラウザで表示





で，X3D 形式は様々な利用者が想定される e- ラーニ
ングシステムにより適していると考えられる。
図 5. Adobe Reader で表示した
3D PDF 形式の結晶構造







































理科教育における Web ベースの対話型 3 次元結晶構
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Title: The Web-based Interactive three-dimensional Crystal Structure Materials for Scientiﬁc Education
Junji YAMAKAWA (Graduate School of Natural Science and Technology, Okayama University)
The X3D format and the 3D PDF were compared as a format for the Web-based interactive crystal structure 
educational materials. Both formats had a high afﬁnity for the e-Learning system. The educational materials 
that made with those formats were superior on ﬁlling the gap between the beginners and specialists about 
the recognition of the spatial concept. In the case of maintaining the continuous use of the data, the system 
of the open and standardized X3D format and the free Web browsers was more adaptive. On the other hand, 
the system of the 3D PDF and Adobe Reader was required by the case of the high-quality printing of the 
educational materials. Because the latter system was proprietary, it will make some negative inﬂuence on 
the continuous use of the Web-based education materials. So, on the selection and continuous use of the 
system may be required some caution.
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　日時：平成 24 年 12 月 15 日（土）17:00 開演
　場所：岡山大学創立五十周年記念館ホール




　　　　　　　　　　　　　　　　二重唱 ( 第 1 幕 )
　　　　　　　　　　　　　　　　フィガロの
　　　　　　　　　　　　　　　　アリア
　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 1 幕 )
　　　　　　　　　　　　　　　　花娘たちの合唱
　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 1 幕 )
　　　　　　　　　　　　　　　　フィナーレ①
　　　　　　　　　　　　　　　　( 第 4 幕 )
　　　　　　　　　　　　　　　　フィナーレ②




























































































































































　調査は，2012 年 12 月 15 日の公演終了後に行っ
た。アンケートの内容は，表 8 のとおりである。回
収枚数は 191 名（回収率は 69%）で，その内訳は，
10 歳以下５名，10 代 29 名，20 代 47 名，30 代 22
名，40 代 30 名，50 代 28 名，60 代 12 名，70 代 14
名，80 代４名であった。本公演の満足度については，
５段階評価で，「５」が 117 名，「４」が 37 名，「３」
が１名という結果で，全体的に高い満足度を聴衆が
得たことがわかった。
 　また，表 9 〜表 11 の自由記述からも見られるよう































































Leading Cultural Activity through Student Opera (1)
: From a Viewpoint of Cooperation, Feedback and Innovation 
Rinko HAYAKAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
Yoko OGAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
Masako MUSHIAKI (Graduate School of Education, Okayama University)
We carried out a “Student Opera”, as a cultural activity aimed at community improvement and human 
resource development, in which Okayama University students could play an active part on an educational 
front. In this paper, we followed the progress of the opera and the people involved over half a year. 
Furthermore, we analyzed the process of cooperation among the different departments and the ensuing 
problems. Speciﬁcally, we discussed cooperation according to the following four relationships; (1) cooperation 
in the same department of education, (2) cooperation with an associated school, (3) cooperation with other 
departments, and (4) cooperation with between teachers and graduates, and teachers and community. The 
questionnaire results for the audiences, ranging from elementary school age to adults, show that all of the 
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性別：男６名，女 27 名，計 33 名。
学年：１年生 11 名，２年生５名，３年生６名，４年
生３名，大学院生以上８名。　














































































































































































































































































































































































































Leading Cultural Activity through Student Opera (2)
: Analysis of the Internal Evaluation of a Teacher and Student
Masako MUSHIAKI (Graduate School of Education, Okayama University)
Yoko OGAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
Rinko HAYAKAWA (Graduate School of Education, Okayama University)
We carried out a “Student Opera”, as a cultural activity aimed at community improvement and human 
resource development, in which Okayama University students could play an active part on an educational 
front. The purpose of this paper that followed by “Leading Cultural Activity through Student Opera (1)” was 
to discuss the importance of leading innovation through music and to analyze internal evaluations using 
questionnaires. The questionnaire results for the university students show that 88% students were very 
satisﬁed and 97% students felt their opera as a good experience. Most students shared the signiﬁcance of 
their activity and also considered the actual meaning of independence, self-esteem, and collaboration. Some 
of them pointed out several difﬁculties related to the cooperation with fellows. Findings of the present paper 
suggest that we shall cultivate and observe more carefully the future of “Student Opera”. 
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成校 ( 養成コースを有する ) の数は全国で約 590 か所




















保育士養成施設は，大学 191 か所，短期大学 265 か所，







































































































































































































































































































































































(4) 厚生労働省「保育士養成関係資料」『第 1 回保育
士養成課程等検討会』，参考資料 1-1，2009
(5) 全国社会福祉協議会・前掲書 (1)，p.37





















































































Problems and Challenges in Qualities and Abilities of Nursery Teachers at Day-care Centers.
Ayako NAKAHIRA(Okayama University Graduate School of Education Master's Program)
Noriko BABA(Okayama University Graduate School of Education Master's Program)
Toshiyuki TAKAHASHI(Okayama University Graduate School of Education Master's Program Department 
of Developmental Studies and Support Pre-school Education Course)
Key Words:
Nursery Teachers, Qualities and abilities of Nursery Teachers, Nursery Teachers training school, Nursery 
school childcare guidance
Abstract: 
The nature improvement of the staff is listed in "nursery school childcare guidance" Chapter 7 of the 
Ministry of Health, Labour and Welfare notiﬁcation in 2008. There is many it, and the need of the nature 
improvement of the Nursery Teachers is spoken today in a childcare-related workshop or congress. I clarify 
environment and the present conditions and the actual situation that Nursery Teachers is put by the 
documents about nursery teachers training institution and the childcare spot why nature improvement is 
demanded by the main subject and focus what kind of problem nature is related to and consider a way out 
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者権利条約（Convention on the Rights of Persons 
with Disabilities）を採択し，その第 24 条において
インクルーシブ教育の実現を掲げた。アメリカ合衆
国においても，全障害児教育法（Education of All 
Handicapped Children Act of 1974, P.L. 94-142）の
制定以来，すべての障害のある子どもに対する「無償
で適切な公教育」（free appropriate public education, 
FAPE）が保障されてきた（20 USC § 1401 (9)(d), 




境」（least restrictive environment, LRE）において




　とくに，1990 年の障害者教育法（Individuals with 
Disabilities Education Act,  P.L. 101-476, IDEA）
への改称をふまえて，1997 年改正法（Individuals 
with Disabilities Education Act Amendments of 





要求し，そこでの進歩を要求した（Yell, Shriner, & 
Katsiyannis, 2006）。さらに，2004 年の修正法であ
る障害者教育改善法（Individuals with Disabilities 
Education Improvement Act of 2004, P.L. 108-446, 
IDEIA）は，すべての子どもの平等な機会と教育成
果の確保を目指して成立した「一人も置き去りにし
ないための初等中等教育法」（No Child Left Behind 
Act of 2001, P. L. 107-110, NCLB）との整合性を図
りつつ，さらに LRE 条項を意図して「通常学級に









ている。U.S. Department of Education（2011）に
よれば，特殊教育（special education）対象者（6-21 歳）
は，1997 年の約 5.4 百万人から 10 年後の 2006 年に
は約 6.1 百万人に増加（12%）し，当該年齢の子ども




いる（2000 年 46.5% から 2006 年 52.7%）。実際に，







& Ornelles, 2009; Moody, Vaughn, Hughes, and 
Fisher, 2000）。たとえば，Schiller, Bobronnikov, O’ 








や適切な訓練を求めている（Hammond, and Ingalls, 









もある（DeSimone & Parmar, 2006；Rademacher, 





& McHatton, 2011；Shippen, Crites, Houchins, 
















































　しかし，Reiff, Evans, and Cass（1991）が各州
における 1988-99 学年度の取り組みを免許種別に調
査したところ，通常の初等教員免許（14 州 , 27.5％）
および中等教育（15 州，29.4％）のいずれに関して
も，特殊教育に関するトレーニングを課していない州






















組みがみられていた（Villa, Thousand, & Chapple, 
1996）。その他にも，マイアミ大学（Everington, 
Hamill, & Lubic, 1996），テネシー大学（Benner, 
& Lesar, 2000 ; Lesar, Benner, & Habel, 1996），
ニューメキシコ大学（Keefe, Rossi, de Valenzuela, 
& Howarth, 2000），コロラド大学デンバー校（Sobel, 















































（HWST 107, Hawai‘i: Center of the Paciﬁc[ ３ 単
位 ]），および「初等教育における音楽活動」（MUS 
253, Elementary Music in Action[ ３単位 ]）または
その他の芸術関係コース，⑦「人間発達」（FAMR 
230, Human Development[ ３単位 ]）または発達心
理 学（PSY 240, Developmental Psychology[ ３ 単
位 ]），および障害とダイバーシティー（SPED 201, 
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Disability and Diversity[3 単位 ]）または他の芸術関
係コース，⑧「初等教育教員のための数学Ⅰ」（MATH 
111, Math for Elementary Teachers I [ ３ 単 位 ]），
⑨「初等教育教員のための数学Ⅱ」（MATH 112, 
Math for Elementary Teachers Ⅱ）[ ３単位 ]），⑩「イ
ンクルーシブ学校の基礎」（SPED 304, Foundations 
of Inclusive Schooling[ ３単位 ]），といったコースか
ら 12 単位を習得しておく必要がある。
　そして，プログラム履修前には教育学部の学生就
学サービス（Ofﬁce of Student Academic Services）
のアドバイザーとの相談のもと，初等教育の主要コー
















習（ITE 317 / SPED400）は，初等学校（K-6）にお
いて各週午前 7:30 から午後 2:30 までの実習を２日
間ずつ行う。なお，「児童の指導，セメスター」（ITE 
390 / SPED　390）および「児童の指導，セミナー
（論述）（倫理）」（ITE 391 / SPED 391）への登録




が，教育実習については２つの実習 [ITE 317 / SPED 
400] に登録するものの，実際の実習時間は週当たり
２日と同じである。同時履修プログラムでは，一般
































（Keefe ら , 2000），あるいは大学と実習校との考え方
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Current Trends and Practices in Developing Teacher Preparation Program Curriculum on Inclusive 
Education: Reﬂecting on the Dual Preparation Program at the University of Hawai‘i Manoa
Munehisa YOSHITOSHI*・Kiriko TAKAHASHI**
*Division of Special Education, Faculty of Education, Okayama University
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Key words: inclusive education, teacher education, curriculum development, dual preparation program
Abstract:
Movement towards inclusive education has become the global trend. On the other hand, general education 
teachers do not necessarily feel prepared to teach children with disabilities, and thus, a major issue is in 
preparing teachers to gain knowledge and skills on inclusive education. Speciﬁcally, there is a need for a 
development of a curriculum for teacher preparation program that is aligned with the inclusive education 
movement. In this paper, we focus on the efforts pioneered by the United States on inclusive education 
and provide an overview of the national trend in addressing the special education skill development for the 
general education teachers. Additionally, as one of the models of teacher preparation program curriculum, 
information on Dual Preparation Program at the University of Hawai‘i Manoa is included. The paper 
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24 年８月 11 日 ( 土 )，札幌市・北海道大学）において，
松井正宏・田中賢二が，口頭発表した内容を，再編・
加筆したものであり，加えて，本研究の一部は，平
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あげた。また教員 ( 回答者 ) の年齢によって，取り上
げる資質能力に違いがあることも指摘した。
　中田は，東京都内公立小学校新規採用教諭 ( 採用後
1 ～ 3 年目 )42 名，都内公立小学校現職校長 44 名，




















































この他にも養護教諭 ( 小学校，高等学校 )，保護者 ( 元







項目は次の 4 項目である。この 4 項目についての学
校長等の発言時間は 10 分程度であった。
①学校・地域・児童 ( 生徒 ) の状況
②本校 ( 園 ) のめざす子ども像
③本校 ( 園 ) の求める教師像
④教職志望学生へのエール







ワードを含むセンテンスに区切り ( 図中 <A>)，各セ
ンテンスを内容にしたがって分類し ( 図中 <B>)，そ
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Title: Development of the Program Aimed at Training of the Scientiﬁc Research Capability for the Science 
and Mathematics Course in High Schools, which Include the Mock Procedure of the Natural Science 
Research 
Yoshihiko INADA (Graduate School of Education, Okayama University)
Abstract:
 A new program for high school students was developed, which aimed at progress of the project research in 
the super science high schools (SSH) and the science and mathematics courses. An On the Job Training (OJT) 
for researchers training in the natural science ﬁeld is imitated in the program. As a result of performing 
lesson including the experiment of the latent heat for 39 ﬁrst grade students of the SSH Kurashiki Amaki 
high school, their understanding of how to make a scientific hypothesis and how to form the scientific 
research was progressed. On the other hand, remarkable improvement was not observed in the active 
discussion within a group. 






岡山大学教師教育開発センター紀要 第 3号 別冊
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.3, March 2013
Improving the Teaching Strategy of the Social Studies Class 
of an Elementary School through Innovating of Setting Up and Examining the Hypothesis:
On the Basis of the logic of the Pragmatistic Philosophy of C.S. Peirce






岡山大学教師教育開発センター紀要 第 3号 別冊
Reprinted from Bulletin of Center for Teacher Education
and Development, Okayama University, Vol.3, March 2013
Establishing of a Local Study Program for Upper-intermediate 




























































































































































































































































































































































































































































①「A それとも B ？」という形式の発問
②「登場人物が，(X) したのはなぜか？」という
形式の発問
















































































































































認識形成を図り，(2) は (1) で形成した認識から類推
させて新たな認識形成を図り，(3) の原理は (1)(2) で
形成した認識の一般化を図る。(4) は (3) を更に普遍
的な法則へと包括する。生活経験が (1)の，(1)が (2)の，
(1)(2)が (3)の，(3)が (4)の基盤となっているのである。












　　　　　　　「A は，B と同じだから C だ」
　　第三段階：新たな事象の解釈の確認







　　　　　　　「A は B と同じだから C だ」
　　　　　　　 「A は B と違う点があるから D だ」
　　第三段階：新たな事象の解釈の確認



































B と同じだから C だ」「A は B と違う点があるから D


















「C であれば B であるのは当然だ」という思考を促す。
このことよって，意外な事実を合理的に説明するこ















































15) 佐藤佐敏「解釈する力を高める発問 : C.S.Peirce
の認識論に基づく『読みの授業論』の構築 (2)」上越




18) 佐藤佐敏「解釈する力を高める話合い : 「解釈の
アブダクションモデル」に基づく発問と話合い」全





(2) 森分孝治『現代社会科授業理論』明治図書，1984 年 .
(3) 池田久美子「『はいまわる経験主義』の再評価―
知識成長過程におけるアブダクションの論理―」教










(7) 佐藤佐敏「解釈する力を高める発問 : C.S.Peirce
の認識論に基づく『読みの授業論』の構築 (2)」上越
教育大学『上越教育大学研究紀要 』第 29 号，2010 年，
pp.321-330.







Title: Improving the Teaching Strategy of the Social Studies Class of an Elementary School through 
Innovating of Setting Up and Examining the Hypothesis: On the Basis of the logic of the Pragmatistic 
Philosophy of C.S. Peirce
Naoki SUGITA（Graduate Student of the Graduate School of Education of Okayama University）
Toshinori KUWABARA（the Graduate School of Education of Okayama University）
Abstract: This study aims to clarify the strategy of constructing the lesson plan for the Social Studies of an 
elementary school through innovating of C.S.Peirce’s the way of setting up and examining the hypothesis 
in order to develop students’ ability for the active inquiry. We think that the inquiring study is the well 
method for the developing students’ scientiﬁc social cognition, but it is a little difﬁcult for elementary school 
teachers and students. In this study, we will suggest the new inquiring study method to prompt students to 
make various effective hypotheses to inquiry.
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である。22. ～ 25. は留学生のみへの質問，26. ～
28. は日本人学生のみへの質問である。回答について
は，質問 1.は「はい・いいえ」の 2択形式，質問 2.～ 9.と
質問 11. ～ 19. と質問 22. ～ 28. は５段階評価形式，
質問 10. は回答選択形式（複数回答可），質問 20. ～
21. は自由記述形式をとった。５段階評価において，














































































　【表４】は上記の質問 2. ～ 9.，質問 11. ～ 19.，質
問 22. ～ 25.，質問 26. ～ 28. の５段階評価の平均を
まとめたものである。
【表４　留学生・日本人学生の評価の平均】
　授業内容については質問 2., 3., 9. の結果と質問
11. ～ 14. の結果を見ると，留学生，日本人学生の双
方から高評価を得たといえる。質問 11. ～ 14. の回答
は第８回目以降の壁新聞作成に対する授業評価であ























　協働学習については，質問 7., 16., 18., 19. の結果
から，留学生と日本人学生の双方が日本語を介してさ
まざまな気づきを得て楽しく学ぶことできたことが


















































































































































































15. ～ 17. は無評価だった。日本人学生１名は第
３～７回目の授業にすべて参加していないという

















Title: Establishing of a Local Study Program for Upper-intermediate and Pre-advanced Japanese Learners
Name: Yukako UCHIMARU（Language Education Center, Okayama University）
Keywords: local culture, local industry, project work, collaborative learning
Abstract: This is a practical study on a culture class for upper-intermediate and pre-advanced Japanese 
learners. We dealt with topics on local culture and industry in class, such as Japanese swords, Japanese 
fans, the textile industry, and farm and marine products. The class consisted of three groups of students; 
international, Japanese who minor in Japanese language education, and Japanese volunteers. We 
investigate how collaborative learning and the project work inﬂuenced the acquisition of content, and also 
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表 1　講座のタイムスケジュール  2011









































































































































































































Title：Development of “A Training Course to Cultivate the Abilities Required for Teachers (4): a Program to
Bring on Teachers with a High Degree of Specialization and Practical Leadership －To Cultivate the
Practical Leadership Required for Teachers－
Yasumichi MATSUBARA, Kiyoshi OGAWA (Center for Teacher Education and Development, Okayama 
University)
Keywords: abilities required for teachers, practical leadership capabilities, teaching profession consultation
Abstract:“A training course to cultivate the abilities required for teachers”, on this extracurricular course, 
we focused on about six themes each year.  The latest is the 23rd of all that we have organized since 2009. 
There were the students who came to the teaching profession consultation ofﬁce with the fear of not being 
ready to be a teacher despite the fact that they had passed the teaching staff examination.  We very much 
wanted to give those students more practical information and advice to combine theory with practice.  We 
offered them this course as a way to let them have a lot of self-conﬁdence hoping their having “power as 
teachers” before they ﬁnish University.  
Now we think about the problem from another perspective.  We hope that Center for Teacher Education and 
Development, Okayama University with this course will turn out competent new teachers and that they will 
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　A 子が高等部 1 年の 11 月から高等部 3 年 3 月の卒































　L1( ア ) 楽しいと思うこと（レッスン１の自分を知

























































　L2( イ ) 友達関係でよかったことでは，「自分が気
づかないことを言ってくれる」，「一緒にふざけあえ
る」，「悩みを言い合える」と記入した。













































































　L3 において A 子が自分の課題に向き合えるように

































　L4( カ ) においては，もめごとが起こったときの複






























































( エ ) においては，“私は”という言葉から始めること
で自分の気持ちの伝え方を考えることにした。







































































































































































































































Title：Individual Support Using a Psychoeducational Program “Successful Self” at a Special Needs School
Key Words：special needs education, psychoeducation, psychological stability, promoting human 
relationships, individual support
Abstract
In special needs schools, some students suffer from emotional instability and various adaptive difﬁculties 
in human relationships. The Ministry of Education, Culture, Sports, Science, and Technology (MEXT) has 
established guidelines for special needs education. These educational guidelines categorize “Independence 
Activities” into six classifications: Health Promotion, Psychological Stability, Promotion of Human 
Relationships, Environmental Understanding, Physical Activity, and Effective Communication. Various 
methods to promote “Independence Activities” through group and individual sessions have been developed. 
“Successful Self” has proven to be an effective psychoeducational program to prevent psychological and 
behavioral problems while promoting better mental health in elementary and junior high schools. This case 
study involved a special needs student whose individual lessons were planned using “Successful Self”. It 
has been suggested that individual support sessions using the Successful Self Program were effective in 
promoting psychological stability and formation of better human relationships.
Naoka MIZUSHIMA　Okayama Prefectural Okayama Nisi Special Needs School
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佐藤　大介※１　山根　文男※ 2　髙塚　成信※ 3　加賀　勝※ 4












※ 4 加賀　勝　  （岡山大学大学院教育学研究科・岡山大学教師教育開発センター）
Ⅰ．はじめに
　岡山大学教師教育開発センター（以下，「当セン
ター」）では平成 23 年 9 月に当センター公式ウェブ
サイト（http://cted.okayama-u.ac.jp/）に，国立情報
学研究所が次世代情報共有基盤システムとして開発







23 年 11 月より情報提供を開始しており，1 年間が経






















































ム ID とパスワードを利用して，CTED ポータルにロ
グインすることができる。岡大教職ナビには大きく



















　平成 23 年 11 月 7 日より情報提供を開始した「岡
大教職ナビ」は，配信時に情報の種類によって 7 つ
のカテゴリに分類し提供している。開始から平成 24







































































パソコン 82 名（48.2％），タブレット 2 名（1.2％），
スマートフォン（Android，iPhone）62 名（36.5％），






























大 ID 両方」が 94 名（55.2％），「システム ID のみ」


















































































反対に，学部 1 年生（34.1％），学部 2 年生（42.2％），



















項目すべて無回答であった 8 名を除く 162 名を有効
回答として分析を行った。なお，３．②で利用して





































は，最多文字数が 1,896 文字（2011 年 11 月 7 日提
供「岡山大学学生のための教職情報ナビ「岡大教職
ナビ」のご案内」），最少文字数が 179 文字（2011 年


























供を行った日（154 日）の 1 日当たりの提供頻度は 2.2
件であり，最多が 9 件／日（1 日，0.6％），最少で 1
件／日（65 日，19.5％）であった。また，1 日当た










そのうち頻度として 1 週間に 1 回が 33 名（37.1％），





















































































































Information Provision Service about Teacher Profession called “Okadai Kyoshoku Navi.”: Survey Results 
and Issues
Daisuke SATOH *1, Fumio YAMANE*1, Shigenobu TAKATSUKA*2, Masaru KAGA*1*2
　The Center for Teacher Education and Development, Okayama University, began to provide the 
information provision service about teacher profession called “Okadai Kyoshoku Navi” with NetCommons. 
Various kinds of information are provided through website or e-mail in this service: information on shool 
affairs, volunteer activities, events, teacher/lecturer recruitments, or teacher employment examinations, 
and so forth.  A questionnaire was conducted to users to improve the quality of service, because one year has 
passed since the service began.  As a result, many users understand the necessity of service, but they don’t realize 
the usefulness of those information.  Some reasons are obvious: this service is not enough for each user’
s requests.  Then we have to give users a more proper manual to access the service, and improve how to 
classify information and how to provide information.
Keywords: information provision service about teacher profession, Okadai Kyoshoku Navi, NetCommons,
*1 Center for Teacher Education and Development, Okayama University
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　学校保健委員会の開催回数は毎年 2 回であり，第 1
回学校保健委員会（以下，第 1 回目と記す）は夏休





























































































































































































































































































































　　　　　   職員研修
　　　　　   PTA 活動
・　資料７　外部講師との活動














Title：School Health Organization at Junior High School Attached to the School Education, Okayama 
University
Yasuko OTA（Junior High School Attached to the School Education, Okayama University）
Hiroko KAMIMURA (Graduate School of Education, Okayama University)
Hokuma MUNAKATA (Graduate School of Education, Okayama University)
Kayoko MIYAMOTO (Graduate School of Education, Okayama University)
Shinichiro MONDEN (Graduate School of Education, Okayama University)
Key Words：　School Health Organization ,  Practical Training for Student Yogo Teachers
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表 2　平成 23 年度学生別利用者数
表 3　平成 23 年 12 月から平成 24 年 11 月までの学生別利用者数






















































































































合格群は 15.94 回，１次合格群は 10.32 回，不合格
群は 2.83 回，全体で 11.50 回であった。昨年度の集
計結果と比較すると，２次合格群は 4.46 回の増加，











が最も多く全体の 43.9％であり，0 回と 1 ～ 5 回の
利用者が全体の 84.8％であった。１次合格群では 1






合格群では，11 回以上の利用者が 90 人 (58.8％ ) で
あるのに対して，１次合格群では 29 人 (32.2％ )，不


















































































Title：Provision of Guidance to Students Wishing to Become Teachers (5): 
Status of How the Teaching Profession Consultation Ofﬁce is Being Used 
Kiyoshi OGAWA and Yasumichi MATSUBARA 
(Center for Teacher Education and Development, Okayama University)
Keywords: Teaching Profession Consultation Ofﬁce,  students wishing to become teachers,  teaching staff 
examination,  
Abstract:The Teaching Profession Consultation Office helps the students wishing to become teachers 
mainly in their studying for teaching staff examination.  Our various kinds of guidance about the teaching 
staff examination include helping students with essays, group discussions, group interviews, individual 
interviews, mock classes.  This school year, we offered them more detailed advice to the content of the 
essays.  By spending far more time on writing more essays, they could raise their consciousness of teaching 
profession, which turned out that they could cope well with the interviews.  There was a great difference in 
the frequency of the visit between the students who had passed the teaching staff examination and those 
who had not.  The average frequency of the students who has passed the exam is 15.94.  On the other hand, 
that of those who has passed only the ﬁrst stage exam is 10.32 and that of those who has not passed is 2.83. 
It is also obvious that the earlier they started to visit the ofﬁce continually, the higher possibility there was 
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樫田健志※１　高旗浩志※ 1　江木英二※ 1　曽田佳代子※ 1　三島知剛※ 1　後藤大輔※ 1　加賀勝※ 2
　岡山大学教師教育開発センター（以下，センター）は，全学教職コア・カリキュラム（以下，全学コア・カリ）
の研究・開発と運営を行っている。教職実践演習については独自で開講する教育学部を除く 7 課程認定学部とセ
ンターが協働して本格実施に向けた準備を行い，平成 23 年 12 月には「全学教職実践演習授業計画（案）」（以下，
授業計画（案））を作成し，認識の共有化を図っている。一方で，各教職課程運営委員（以下，運営委員）から




















































































































































ループ（4 ～ 5 名）での G.W を中心とした演習形式
で授業を行った。プレ試行参加学生については，教職
を目指す教育学部以外の 4 年生・院生を対象に実施 2
か月前より募集を行い，31 名が事前に参加を希望し，











































































教職実践演習についての意識調査を，平成 24 年 6 月
に運営委員を対象に聞き取り調査の形で実施した後，


































































































































































Title: Practical Seminar for Teaching Profession in All-University Teacher Training Program at Okayama 
University
Tsuyoshi KASHIDA*, Hiroshi TAKAHATA*, Eiji EGI*, Kayoko SODA*, Tomotaka MISHIMA*, Daisuke 
GOTO*, Masaru KAGA**
*Center for Teacher Education and Development, Okayama University
**Graduate School of Education ,Center for Teacher Education and Development, Okayama University
Keywords: all-university practical seminar for teacher profession, Consciousness/Attention of teachers 
majored in subject-contents (not subject-education), Plans/Trials of all-university practical seminar for 
teacher profession, Steering committee of teacher training program
平成24年度　岡山大学教師教育開発センターの活動状況の概要
所在地：
　住　　　所 ： 〒 700-8530　岡山市北区津島中 3 － 1 － 1 （津島キャンパス）
   〒 703-8281　岡山市中区東山 2 － 17 － 4　（教師教育開発センター東山ブランチ）
　電話／ FAX ： 086-251-7728 ／ 086-251-7586（いずれも津島キャンパス）
　Ｕ　 Ｒ　 Ｌ ： http://cted.okayama-u.ac.jp/
　構成員：( 平成 25 年１月 31 日現在 )
　　センター長 ( 併 ) 　　　　　教　　授　加　賀　　　勝　mkaga@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7670
　　副センター長（併） 　　　教　　授　高　橋　香　代　kayosan2@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7699
　　副センター長 　　　　　　特任教授　山　根　文　男　 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
　　　教師教育開発部門　 　　　准 教 授　髙　旗　浩　志　takah-h@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7752





　　教職コラボレーション部門　教授（特任）　山根文男 ( 再掲 )　 fumio@cc.okayama-u.ac.jp 086-251-7733
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(1) 第 1 回講座 (2012 年５月 30 日実施 ) 　参加者 23 名
　　テーマ：「子どもの特性を理解した生徒指導」
　　講　師：岡山市立竜操中学校　渡邉　淳一　先生
(2) 第 2 回講座 (2012 年６月 13 日実施 ) 　参加者 33 名　
　　テーマ：「NIE の取り組み」
　　講　師：岡山市立吉備小学校　南　再俊　先生
(3) 第 3 回講座 (2012 年 10 月 31 日実施 )　参加者 26 名
　 テーマ：「小学校における外国語活動の実際」
　 講　師：岡山市立鹿田小学校　柏野　恵理子　先生
(4) 第 4 回講座 (2012 年 11 月 28 日実施 ) 　参加者 18 名
　 テーマ：「学級づくり」
　 講　師：岡山市立岡輝中学校　安楽　栄太郎　先生






























d) 教職支援部門 ･･･ 教員志望学生に対する教員採用試験受験のための相談・指導業務



































  ① 平成 24 年度日本教育大学協会全国教育実習研究部門　第 26 回総会・研究協議会





　①平成 24 年度 日本教育大学協会研究集会











　③第 82 回 国立大学教育実践研究関連センター協議会










　①大学機能強化戦略経費：「教師力養成講座 ｣の開発 - 実践的な指導力を有する教師の育成 -」
　　　　　　　　　　　　　 70 万円 松原泰通
　②学部長裁量経費 ･･･ なし
c) センター専任教員あるいはセンターとして受給した外部資金導入 ･･･ なし













を進めている。併せて平成 22 年度より採択の CST 事業に基づき，理数系教員養成事業部門を立ち上げた。教職




第 1 条　この要項は , 岡山大学教師教育開発センター
　  規程 ( 平成 22 年岡大規程第 13 号 ) 第 12 条の規定
　  に基づき , 岡山大学教師教育開発センター ( 以下 
     「センター」という。) における紀要の刊行に関し 
　  必要な事項を定めるものとする。
( 名称 )
第 2 条　紀要の名称は ,「岡山大学教師教育開発セン
　  ター紀要」( 以下「紀要」という。) とする。
( 内容 )
第3条　紀要に掲載する内容は ,主として教師教育 (教
　  員養成教育 , 現職教育 ) 及び教育実践に関する実 
　  践的・理論的研究とする。
2　執筆区分は , 次の各号に掲げるとおりとし , 未発
　 表のものに限る。ただし , 学会等で口頭発表され 
　  たものは , この限りではない。
　  一　研究論文 
　  二　実践報告
　  三　研究ノート     
　  四　資料等
( 発行 )
第 4 条　紀要の発行は , 原則として , 年 1 回とする。
( 紀要編集委員会 )
第 5 条　紀要の編集のために , 紀要編集委員会 ( 以下
　  「委員会」という。) を設ける。
2　委員会は , センターに所属する教員をもって構成 
　  する。




第 6 条　紀要に投稿することができるのは , 次の各号
　  に掲げる者とする。
　  一　岡山大学 ( 以下「本学」という。) に所属する
　　 　教員 ( 教育学部附属学校園の教員を含む。以
　　　 下「本学教員」という。) 並びにその共同研究者
　  二　その他 , 委員会が認めた者
2　連名の場合 , ファーストオーサーとなることがで
　 きるのは , 本学教員のほかに , 本学及び兵庫教育大 
 　学大学院連合学校教育学研究科の大学院生 ( 修了
　  生を含む。) 並びに本学の卒業生とする。
3　論文の投稿は ,1 人 3 編以下とし , ファーストオー
　  サーは 1 編以下とする。 
4　特別寄稿は , 委員会が認めた者に限る。
( 原稿執筆要領 )
第 7 条　原稿執筆要領については , 委員会にて別に定 
　  める。
( 投稿原稿の提出 )
第 8 条　投稿原稿の提出にあたっては , 原稿執筆要領
　  に従い , 別に定める投稿申込書を添付し , 教育学 
      系事務部 ( 以下「事務部」という。) に提出する。
2　投稿原稿は , 毎年 1 月 7 日 ( 当日が土曜日又は日
　  曜日の場合は翌勤務日 ) までに事務部に提出する 
     ものとする。
( 校正 )
第 9 条　校正は原則として二校までとし , 執筆者の責
　  任において行うものとする。校正刷は , 事務部を 
    通して受け取り ,5 日以内に校正を終え , 事務部に 
　  返却する。校正に当た って原文の変更は認めない。
( 著作権 )
第 10 条　紀要に掲載された論文の著作権 ( 電子化・
　  公開化することを含む。) はセンターに帰属する。
( その他 )
第 11 条　抜刷 ( 白黒印刷 ) にかかる金額は論文 1 編
　  につき 30 部までをセンター共通経費負担とする 
　 が , これを超える金額については , 執筆者負担と 
　  する。
( 雑則 )
第 12 条　この要項に定めるもののほか , 紀要の刊行
　  に関し , 必要な事項は , 委員会において決定する。
附則 
この要項は , 平成 22 年 11 月 29 日から施行し ,　　 
平成 22 年 11 月 1 日から適用する。
附則 
この要項は , 平成 23 年 8 月 19 日から施行する。
平成 22 年 11 月 29 日
学 長 裁 定
改正　平成 23 年 8 月 19 日
岡山大学教師教育開発センター紀要原稿執筆要領
1. 原稿の書式
　和文原稿では , A4 判縦向き , 横書き , 9 ポイント , 
1 ページのみ別紙「和文原稿のレイアウト」のとおり
とし , 2 ページ目以降を , 23 字× 45 行 , 2 段組 , 10 
ページ以内とする。マ ージンは , 上 30mm, 左右・下 
25mm とする。
　英文原稿の場合は , A4 判縦向き , 10.5 ポイント , 
40 行 , 1 段組 , 20 ページ以内とする。





(1)　1 頁目には和文表題 , 和文著者名 ( 所属機関 ), 和
　文要旨 (刷り上り 8行以内 ),日本語キーワード (5
　語以内 ) を順に掲載する。 
(2)　本文
　　 章 ・ 節 ・ 項 の 見 出 し を 付 け て ,読 み や す く構 成 
　す る 。章 は ロ ー  マ 数 字 ( I ,II ,III … ), 節は全角の算
　用数字 (1,2,3… ), 項は丸付き数字　( ① , ② , ③… )
　とする。
(3)　注は , 執筆者の任意とする。 
(4)　参考・引用文献は , 原則として , 著者名 , 文献表
　題 , 文献名 , 発行所 , ページ , 発行年を含めて表
　記し , 引用順 , 又は著者名のアルファベット順に 
　並べて本文末尾に掲載する。
(5)　原稿末尾に , 英文表題 , ローマ字表記著者名 ( 所
　属機関 ), 英語キーワード (5 語以内 ) を必ず表記
　する。なお英文要旨 ( 刷り上がり 10 行程度 ) を
　付けることが望ましい。




(1)　1 頁目には英文表題 , ローマ字表記著者名 ( 所属
　機関 ), 英文要旨 ( 刷り上り 10 行以内 ), 英語キー
　ワード (5 語以内 ) を順に掲載する。英文表題の
　体裁は , 和文原稿 の体裁 (6) を参照。
(2)　本文 
　　 和文原稿の体裁 (2) を参照。
(3)　注は , 執筆者の任意とする。
(4)　参考・引用文献
　　 和文原稿の体裁 (4) を参照。
(5)　原稿末尾に , 和文表題 , 和文著者名 ( 所属機関 ),
　和文要旨 ( 刷り上り 8 行程度 ), 日本語キーワー
　ド (5 語以内 ) を必ず表記する。
3. 提出物 
(1)　投稿申込書
       別添の「投稿申込書」に必要事項を記入の上 , 原 
        稿を提出する封筒に貼付し ,(2) 以下の「完全原稿」 
         と「原稿を納めた電子媒体」と併せて提出する。






(3)　原稿を納めた電子媒体 (CD-R,DVD-R または 
　　 USB メモリ等 )
　　以下のような保存文書ファイルを「最終原稿」とし
　て提出する。ファイルの保存形式は ,MS-Word 
　文書形式 (*.doc または *.docx) とする。
①「最終原稿」に図表や写真等の割付位置を明示
しているだけの場合 (= 打ち出し原稿に貼り付け
る場合 ) は , その図表や写真等のデータファイ
ルを別に添付すること。
② 図表や写真等について , より鮮明な印刷を希望
する場合は , そのデータファイルを別に添付す
ること。
③ 図表や写真等は , 特に希望しない場合 , 白黒印
刷となるので留意すること。カラー印刷を希望
した場合に発生する差額は執筆者負担とする。








注 3 原稿を納めた電子媒体 (CD-R,DVD-R または 
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